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( 882) 1111
第二庁 舎　( 889) 6161

人 口 ・ 面 積( 53. 8. 1)

世 帯　207, 196
人 口　627, 476
男　317, 528

女　309, 948
面積　53. 25km2
人口密度　11, 783人/ km2

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日

生
き
が
い
の
あ
る

健
康
な
老
後
生
活
を

・
・
・
九
月
丿
五
日
の
「
敬
老
の
日
」
か
ら
二
十
一
日
ま
で
は
老
人
福
祉
週
間
で
す
。
区
で
は
、
ニ
ー
一
一
I
一
一
一
回
I
I
一
一
一
●

…
…
お
年
寄
の
長
寿
を
祝
い
、敬
老
思
想
の
普
及
を
は
か
る
た
め
、こ
の
期
間
を
中
心
に
各
種
…
…
…
…

…
…
…
の
t
事
や
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
区
民
の
方
に
「
老
人
の
福
祉
」
に
つ
い
…
…
…

…

…

…

…
て

の

理
解

を

深

め
て

い

た

だ
く

と

と

も

に

、
お

年

寄

自

身

も

、
生

活

を
向

上

さ
せ

る

た

め

…

…

…

…

…

…

…
の

意

欲

を

高

め
て

い

た

だ
く

た

め

、
特

に

関

係

の

あ

る
施

策

を

ま

と

め
て

み

ま

し

た

。
…

敬
老
の
行
事

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
を
中
心

に
実
施
さ
れ
る
各
種
の
行
事
は
次
の

と
お
り
で
す
。

《
区
の
行
事
》

▼
区
長
の
家
庭
訪
問

区
内
の
高
齢
者
の
方
を
訪
問
し
、

区
長
が
長
寿
を
祝
い
、
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

▼
敬
老
金
の
贈
呈

七
十
五
歳
以
上
の
方
の
長
寿
を
祝

い
、敬
老
金
五
千
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
お
こ
ず
か
い
の
贈
呈

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
方

で
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
、
老

人
ホ
ー
ム
で
生
活
し
て
い
る
方
の
長

寿
を
祝
い
三
千
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
記
念
品
の
贈
呈

九
月
十
五
日
(
敬
老
の
日
)
現
在

で
、
喜
寿
(
七
十
七
歳
)
、
米
寿
(
八

十
(
歳
)

、
高
齢
者
(
九
十
歳
以
占

に
あ
た
る
方
の
長
寿
を
祝
い
、
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
敬
老
遊
覧
招
待

日
頃
休
養
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

低
所
得
世
帯
の
健
康
な
六
十
五
歳
以

上
の
方
の
中
か
ら
、
地
区
を
担
当
す

る
民
生
委
員
の
推
せ
ん
に
よ
り
、
百

九
十
名
を
一
泊
二
日
の
旅
行
に
ご
招

待
し
ま
す
。

期
日
　
▽
九
月
十
(
日
?
十
九
日

▽
九
月
二
十
一
日
上

一
十
二
日

場
所
　
湯
河
原
温
泉
「
あ
だ
ち
荘
」

▼
敬
老
入
浴
券
の
贈
呈

七
十
歳
以
上
の
方
に
、
区
内
の
公

衆
浴
場
で
入
浴
で
き
る
「
敬
老
入
浴

券
」
を
二
十
枚
贈
呈
し
ま
す
。

▼
理
髪
サ
ー
ビ
ス
券
等
の
贈
呈

生
酒
保
護
を
受
け
て
い
る
六
十
五

歳
以
上
の
方
に
「
敬
老
理
髪
券
」
な

ど
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
敬
老
乗
車
証
の
贈
呈

七
十
歳
以
上
の
方
に
、
都
営
交
通

お
よ
び
関
係
交
通
機
関
の
乗
車
証
を

贈
呈
し
ま
す
。

▼
特
別
区
交
通
災
害
共
済
加
入

七
十
歳
以
上
の
方
の
加
入
手
続
き

を
区
が
行
な
い
、一
口
分
の
掛
金
を

負
担
し
ま
す
。

▼
施
設
見
学

六
十
歳
以
上
の
方
の
中
か
ら
、
二

十
名
を
施
設
見
学
に
招
待
し
、
区
内

の
各
施
設
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
案
内

し
ま
す
。

《
都
の
行
事
》

▼
老
人
福
祉
功
績
者
感
謝
状
贈
呈

▼
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

▼
百
歳
訪
問

▼
動
物
園
及
び
有
料
公
園
等
の
無
料

公
開

▼
都
内
映
画
館
等
の
割
引
入
場

▼
老
人
共
同
墓
地
慰
霊
祭

ひ
と
り
ぐ
ら
し
や

ね
た
き
り
の
方
へ

区
で
は
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
や
、
ね

た
き
り
の
お
年
寄
の
方
の
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

《
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
方
の
た
め
に
》

▼
非
常
ベ
ル
の
設
置

病
気
や
災
害
に
備
え
て
、
非
常
ベ

ル
を
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

取
付
け
ま
す
。

▼
老
人
福
祉
電
話
の
貸
与

低
所
得
で
近
隣
と
交
脾
の
少
な
い

六
十
五
歳
以
上
の
方
に
、
区
長
名
磯

の
一

話
を
取
り
付
け

、
利
用
料
金
を

一
か
月
あ
た
り
六
十
通
話
の
範
囲
内

で
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
個

人
で
罹
話
を
設
置
さ
れ
て

い

る
方

で

、
前
記
と
同
じ
状
態
に
あ
る
場
合

も
利
用
料
金
を
助
成
し
ま
す
。

▼
友
愛
訪
問

近
隣
と
交
流
の
少
な
い
六
十
五
歳

以
上
の
方
の
孤
独
感
を
解
消
す
る
だ

め

、
話
し
相
手
に
な
る
方
を
派
遣
し

ま
す
。

《
ね
た
き
り
の
方
の
た
め
に
》

▼
老
人
福
祉
手
当
の
支
給

六
か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
か
、

自
宅
で
ね
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
六

十
五
歳
以
上
の
方
に
、
月
額
一
万
五

百
円
の
手
当
を
差
し
あ
げ
ま
す

。

▼
日
常
生
活
用
具
の
賃
与
(
給
付
)

長
期
間
自
宅
で
ね
た
き
り
の
状
態

に
あ
り
、
か
つ
低
所
得
世
帯
で
六
十

五
歳
以
上
の
方
に

、

○
ギ
ヤ
y
チ
ベ

″
卜
　
○
便
座

○
無
湿
ふ
と
ん

を
貸
与
、
ま
た
は
差
し
あ
け
ま
す
。

▼
連
絡
用
ブ
ザ
ー
の
取
付

長
期
間
自
宅
で
ね
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
六
十
五
歳
以
上
の
方
と
、
家

族
の
居
室
閧
に
、
連
絡
用
ブ
ザ
ー
を

取
り
付
け
ま
す
。

▼
巡
回
入
浴

ね
た
き
り
の
た
め
、
自
宅
で
入
浴

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
魴一
に
あ
る
六

十
五
歳
以
上
の
方
を
、
「
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
足
立
新
生
苑
」
の
、
特

殊
浴
槽
を
使
用
し
て
、
入
浴
の
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

▼
老
人
の
緊
急
一
時
保
護

一
時
的
に
家
族
の
介
護
を
、
受
け

ら
れ
な
い
状
態
に
あ
る
六
十
五
歳
以

上
の
方
を

、
七
日
間
以
内
に
限
っ
て

お
預
り
し
て
、
お
世
話
し
ま
す
。

▼
訪
問
看
護

自
宅
で
療
養
生
活
を
さ
れ
て
い
る

六
十
五
歳
以
上
の
方
を
、
医
師
ま
た

は
看
護
婦
が
訪
問
し
、
日
常
生
活
上

の
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

《
ひ
と
り
ぐ
ら
し
、ね
た
き
り
の
方

の
た
め
に
》

▼
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

低
所
得
世
帯
の
お
お
む
ね
六
十
五

歳
以
上
の
方
で
、
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
か
つ
家
族
の
介
護
が
受
け
ら
れ

な
い
状
況
に
あ
る
と
き
、
老
人
家
庭

奉
仕
員
を
派
遣
し
、
家
事
の
援
助
等

を
し
ま
す

。

▼
ね
た
き
り
老
人
家
政
婦
派
遣

比
較
的
低
所
得
世
帯
の
六
十
五
歳

以
上
の
方
で

、心
身
に
障
害
が
あ
り
、

か
つ
家
族
の
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い

状
況
に
あ
る
と
き
、
老
人
家
政
婦
を

派
遣
し
、
家
事
の
援
助
を
し
ま
す
。

働
く
こ
と
を

望
む
方
の
た
め
に

《
一
般
の
就
労
は
望
ま
な
い
が
、働

く
こ
と
を
希
望
す
る
と
き
》

▼
足
立
区
高
齢
者
事
業
団

事
業
団
の
会
員
に
な
っ
て

、
経
験

や
技
術
を
生
か
し
て
働
き
た
い
と
考

え
て
い
る
六
十
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

事
務
局
(
千
住
本
町
老
人
館
内

七
〇
-
六
二
二
二
)

▼
授
産
場

六
十
歳
以
上
の
方
で

、
簡
単
な
仕

事
を
し
な
が
ら
収
入
を
得
て

、
生
き

が
い
と
健
康
を
保
つ
た
め
の
施
設
と

し
て
授
産
場
が
あ
り
ま
す
。

▽
足
立
授
産
場
(
千
住
元
町
三
四
丿

一
　
(
(

一
丿
五
五
四
(
)

▽
西
加
平
授
産
場
(

青
井
四
-

二
七
-

一
一
　
(
(

九
1
0

六
(

一
)

《
一
般
の
就
労
を
望
ま
れ
る
と
き
》

▼
高
齢
者
無
料
職
業
相
談

日
時
―
毎
月
第
四
火
曜
日
午
前
十

時
～
午
後
三
時

場
所
丿
区
役
所

】階
区
民
相
談
室

ま
た
、
次
の
無
料
職
業
紹
介
所
・

相
談
所
で
は

、
日
曜
・
祝
日
を
除
く

毎
日
、高
齢
者
の
職
業
の
あ
っ
せ
ん
、

相
談
を
し
て
い
ま
す
。

▼
墨
田
高
齢
者
無
料
紹
介
所
(
墨
田

区
向
島
三
-
三
六
-
七
　

六
二

五
-
七
六
六
(
)

▼
浅
草
橋
高
齢
者
無
料
職
業
相
談
所

【
台
東
区
柳
橋
ニ
ー
一
六
―

】四

(
六
六
上
二
(
三
五
)

セ ン タ ー ・ 老 人 館 は お 年 寄 の 憩 い の 場

お
年
寄
の
た
め
の
催
し
も
の

◎
千
住
セ
ン
タ
ー

(
(

二
-
二
七
六
五

▽
民
謡
教
室
-

十
四
日
(
木
)
午

後
一
時

◎
千
住
本
町
老
人
館

(
七
〇
-
六
二
三

▽
習
字
教
室
-

十
二
日
(
火
)
午

後
一
時
三
十
分
　
▽
踊
り
教
室
-

午
前
十
時

◎
東
部
セ
ン
タ
ー

六
〇
五
-
七
一
〇
一

▽
マ
'
サ
ー
ジ
ー
十
三
日
(
水
)

午
前
九
時
=
・
定
員
五
十
名

、
申
込

受
付
は
七
日
(
木
)
か
ら

◎
西
部
セ
ン
タ
ー

(
九
七
丿
五
〇
二
(

▽
七
宝
焼
教
室
一

十
四
日
(
木
)

午
前
九
時
・・・
定
員
十
名

◎
中
部
セ
ン
タ
ー

(
(
九
-
四
六
六
一

▽
の
ど
自
慢
演
芸
会
―
十
五

日
(

金
)
午
後
一
時
・
=先
着
四
十
名

、

申
込
受
付
は
二
日
(
土
)
か
ら

◎
花
畑
セ
ン
タ
ー

(
五
〇
上

一
六
一
七

▽
民
謡
教
室
一
(

日
(
金
)
午
後

二
時
・・・
二
十
二
日
(
金
)
も
実
施

◎
栗
原
西
老
人
館

八
九
九
-
(

七
六
二

▽
踊
り
教
室
-
十
四
日
(
木
)
午

後
一
時
　
▽
将
棋
大
会
-
十
六
日
(

占

午
前
十
時
・・・
定
員
三
十
名
、

申
込
受
付
は
一
日
(
金
)
か
ら

◎
大
谷
田
老
人
館

六
二
九
-
五
四
六
〇

▽
の
ど
自
慢
大
会
-
十
五
日
(
金
)

午
前
十
時

◎
新
田
老
人
館九

匸

上

二
四
一
二

▽
講
演
会
一
十
五
日
(
金
)
午
後

一
時
　
▽
舞
踊
教
室
-

十

六
日
(

土
)
午
前
十
時

◎
小
台
老
人
館九

一
四
-
三
四
六
〇

▽
講
演
会
上

一
十
日
(
水
)
午
後

二
時

◎
い
り
や
老
人
館

(
五
苙
丿
一
〇
五
〇

▽
芸
能
大
会
丿
十
三
日
(
水
)
午

前
十
時

す ず か け

好
き
嫌
い
な

く
何
で
も
食
べ

る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
も
っ
と

も
大
切
な
こ
と

は
、
怒
ら
な
い

こ
と
I
昨
年
、

区
内
の
長
寿
の
万
々
を
訪
問
し
た

と
き
、
割
田
さ
ん
(
九
十
(
歳
)

の
「
長
寿
の
秘
訣
」
で
す
。

国
連
で
は
、
六
十
五
歳
以
上
の

人
口
の
割
合
が
四
%
以
下
の
国
を

「
青
年
の
国
」
、
四～
七
%
の
国

を
「
中
年
の
国
」
、
七
%
以
上
の

国
を
「
老
年
の
国
」
と
呼
ぶ
そ
う

で
す
が
、
日
本
で
は
一
九
七
〇
年

に
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
が
全

人
口
の
七
%
を
越
し
ま
し
た
。
い

ま
足
立
区
で
は
、
六
十
五
歳
以
上

の
ね
と
し
よ
り
は
、
三
万
五
千
人

で
、
こ
れ
は
区
全
体
の
五
・
(
%

に
あ
た
り
ま
す
。
ま
だ
「
中
年
」

の
域
で
す
が
、
「
老
年
」
が
急
速

に
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。

老
後
に
と
っ
て
、
充
実
し
た
生

き
が
い
と
健
康
こ
そ
最
も
大
切
で

す
。
年
金
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の

充
実
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、老
後
を
い
か
に
生
き
る
か
、

と
い
う
面
に
目
を
む
け
る
時
を
迎

え
て
い
ま
す
。
"
生
き
が
い
"
と

し
て
働
け
る
た
め
に
、
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

足
立
区
長
　
長
谷
川

久
勇

寄付は贈らない

求めない受けとらない

政
治
家
や
選
挙
立
候
補
者
等
に
、
祭

礼
や
運
動
会
に
対
し
て
の
寄
付
を
要
求

す
る
と
、
法
律
違
反
に
問
わ
れ
ま
す
。

政
治
家
や
選
挙
立
候
補
者
等
が
、
こ

れ
ら
に
対
し
て
寄
付
を
す
る
こ
と
も
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
、
ど
ん
な
場
合
で
も
、
ま
た
選

挙
に
関
係
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

名
僧
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
も
、

祭
礼
等
の
寄
付
、葬
式
の
花
輪
や
香
典
、

中
元
・
歳
暮
、
開
店
祝
い
の
花
輪
、
入

学
祝
、
卒
業
祝
い
の
金
品
な
ど
を
贈
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ
。

ご協力ください

教育百年史資料展

十
月
一
日
か
ら
足
立
区
教
育
百
年
史

資
料
展
を
開
く
予
定
で
す
。

昔
の
教
科
書
、
学
用
品
、
写
真
な
ど

の
教
育
資
料
を
展
示
し
ま
す
が
、
も
し

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
昔
の
教
科
書
等
か

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
借
り
し

た

い
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
中
央
図
書
館
郷
土
賢
料
室

(
四
〇
一
四
六
四
六

ご参加ください

心身障害者( 児) 体育祭

区
で
は
、
第
五
回
心
身
障
害
者
(
児
)

体
育
祭
を
次
の
と
お
り
鬨
催
し
ま
す
。

心
身
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
な
か
な
か

運
動
会
な
ど
に
参
加
す
る
機
会
の
な
い

方
も
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
競
技
種
目
を
用
意
し
て

い

ま

す
。

日
時
　
十
月
八
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分

場
所
　
区
立
第
四
中
学
校
々
庭

申
込
資
格
　
区
内
に
住
む
心
身
障
害
者

(
児
)
で
、
運
動
競
技
に
参
加
で
き

る
方

申
込
期
限
　

九
月
十
四
日
(

木
)

申
込
・
問
合
せ
先
　

援
護
係

お気軽にどうぞ

身 障青 年 の集 い

身
障
青
年
の
集
い
(
集
団
見
合
)
を

足
立
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
主
催

で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時
　
十
月
二
十
二
日
(
日
)

場
所
　
足
立
勤
労
福
祉
会
館

申
込
期
限
　
十
月
十
日
(
火
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
身
体
障
害

者
榻
祉
協
会
々
長

百
目
鬼
喜
一
(

六
月
一
〒
三
〒
一
　
　
(
(
三

上
二
七
五
四
)
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皆
さ
ん
の
町
に
は

も
う
市
民
防
災
組
織
が

で
き
て
い
ま
す
か

大地震などの災害は、いつ起こるかわ
かりません。災害時には、いくつもの悪
条件が重なってくるものです。そこで防
災機関の活動だけでは皆さんの安全を守
るのに十分といえません。皆さんの手に
よる活動も必要となってきます。
そのためには普段の備えと心がけがい

ちぱん大切なことです。

お
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は

大
丈
夫
で
す
か

台
風
や
地
震
に
よ
る
被
害
は
、
鷆

物
だ
け
で
は
な
く
門
柱
や
ブ
ロ
y
ク

ペ
い
も
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。ブ

ロ
y
ク
ベ
い
の
倒
擾
に
よ
っ
て

十
数
名
の
死
者
を
出
し
た
、
先
の
宮

城
県
沖
地
震
だ
け
で
は
な
く
、
一
月

の
伊
豆
大
島
近
海
地
震
で
も
倒
擾
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
は
、
工
法
も
簡
単

で
比
収
的
安
価
で
、
板
べ
い
や
生
垣

等
に
比
ぺ
維
持
管
理
の
手
間
も
少
な

い
こ
と
か
ら
、
区
内
で
も
数
多
く
見

う
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

過
去
、
多
く
の
地
震
に
よ
る
被
害

例
を
み
て
も
。
人
命
に
及
ば
す
危
険

住
は
、
人
口
密
度
の
高
い
市
街
地
ほ

ど
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
へ
い
の
倒
壊
が
避
難
路
を

縻
ぐ
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
な

ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
防
災
上
大

き
な
問
題
で
す
。

そ
こ
で
、
宮
城
県
沖
地
震
の
教
訓

を
学
び
、
大
地
震
時
の
人
身
事
故
の

防
止
及
ぴ
避
難
上
の
安
全
を
守
る
た

め
に
、
皆
さ
ん
ご
自
身
で
身
近
か
に

あ
る
ブ
ロ
'
ク
ベ
い
を
点
検
し
、
必

要
に
応
じ
て
補
強
、
改
修
ま
た
は
、

安
全
な
フ
ェ
ン
ス
か
生
垣
に
造
り
直

す
な
ど
し
て
、
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い

の
点
検

ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
の
簡
単
な
点
検
を

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
基
礎
の
大
き
さ
、
形
状
は
大
丈
夫

だ
ろ
う
か

▽
縦
、
横
筋
か
正
し
く
入
っ
て
い
た

だ
ろ
う
か

▽
ブ
ロ
・
ク
の
継
目
に
コ
ン
ク
リ
ー

卜
が
充
溟
し
て
い
た
だ
ろ
う
か

▽
控
壁
が
あ
る
か

▽
へ
い
を
揺
す
っ
て
み
て
、
ぐ
ら
つ

か
な
い
か

▽
へ
い
が
傾
い
て
い
な
い
か

以
上
の
点
検
を
し
、
へ
い
が
ぐ
ら

つ
い
た
り
、
ひ
ど
く
傾
い
て
い
る
場

合
は
、
取
り
壊
し
て
造
り
直
す
こ
と

か
効
果
的
で
す
が
、
基
礎
コ
ン
ク
リ

ー
ト
不
足
に
よ
る
ぐ
ら
つ
き
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
た
す
等
の
補
強

で
、
あ
る
程
度
は
倒
壊
を
防
げ
ま

す
。こ

れ
か
ら
、新
し
く
造
る
時
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
や
大
谷
石
べ
い
、
レ

ン
ガ
ベ
い
に
比
べ
、
生
垣
や
フ
ェ
ン

ス
が
安
全
な
へ
い
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
や
む
を
得
ず
ブ
ロ
ッ
ク
ペ

い
を
造
ら
れ
る
場
合
は
。業
者
や
区

建
築
部
に
あ
ら
か
じ
め
相
談
し
、
危

険
の
な
い
安
全
な
へ
い
に
し
て
く
だ

さ
い
。

宮城県沖地震の被災家屋( 仙台市内)

あ
な
た
の
町
に
も

防
災
市
民
組
織
を

も
し
今
、
大
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、足
立
区
で
は
木
造
家
屋
の
倒
壊
、

道
路
の
損
壊
、
さ
ら
に
、
断
水
、
火

災
な
ど
の
第
二
次
災
害
が
重
複
し
て

発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

区

、
警
察
、
消
防
等
の
防
災
機
関

の
総
力
を
あ
げ
て
の
救
護
活
動
も
、

よ
り
迅
速
な
対
応
が
困
難
に
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
災
害
に
備
え
区
で
は

年
次
計
画
を
た
て
、
消
火
器

の
配

備
、
三
角
バ
ケ
ツ
の
配
付
、
貯
水
槽

の
設
置
等
、
独
自
の
震
災
対
策
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
施
策
も
区

民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
協
力
か
な

け
れ
ば
、
大
き
な
効
果
を
期
待
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め

に

も
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
活
動
か
な

に
よ
り
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
区
で
は
、
昭
和
五
十
年
度

か
ら
区
民
の
皆
さ
ん
に
、
町
会
・
自

治
会
を
母
体
と
し
た
防
災
市
民
組
織

の
結
成
を
お
願
い
し
、
現
在
二
百
二

十
一
の
組
織
が
皆
さ
ん
の
協
力
で
結

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

災

害

時

の

活
動
は

地
震
災
害
時
の
防
災
市
民
組
織
の

活
動
に
は
、
▽
出
火
防
止
・
初
期
消

火

▽
情
報
収
集
・
伝
達
・
広
報

▽
救
出
救
護

▽
避
難
誘
導
・
混
乱

防
止
な
ど
が
あ
り
ま
す

。

現
在
、
結
成
済
み
の
組
織
で
は
、

平
常
時
か
ら
防
災
知
識
の
普
及
・
高

揚
に
男
め
、
ま
た
、
初
期
消
火
や
避

難
誘
導
等
の
訓
練
を
自
主
的
に
行
な

う
な
ど
大
地
震
に
備
え
て
積
極
的
な

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
伊
豆
大
島
近
海
沖
地
震
、

宮
城
県
沖
地
震
と
連
続

し
て

発
生

し

、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
南
関
東
地
方
の
地

震
の
「
六
十
九
年
周
期
説
」
で
は
、

今
年
か
ら
危
険
期
に
入
る
た
め
、
大

地
震
発
生
の
恐
れ
も
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す

。

大
き
な
災
害
か
ら
「
あ
な
た
」
を

「
あ
な
た
の
町
」
を
守
る
た

め

に

も
、
防
災
市
民
組
織
を
区
内
全
て
の

町
会
・
自
治
会
で
、
至
急
結
成
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

助
成
金
を交

付

区
で
は
、防
災
市
民
組
織
が
結
成

さ
れ
る
と
、そ
の
年
度
に
は
防
災
物

品
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
翌
年
度
か
ら
は
活
動
の
推

進
・
充
実
を
図
る
た
め
の
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

ま
た
未
結
成
の
町
会
・
自
治
会
で

は
、
一
日
も
早
く
防
災
市
民
組
織
を

結
成
し
、
災
害
か
ら
あ
な
た
の
町
を

守
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
町
に
は
、も
う
防
災
市

民
組
織
が
で
き
ま
し
た
か
。

足立区避難場所概況図

災害に備え五番目の

舎 人 備 蓄 倉 庫 が

完 成 しま し た

こ
の
ほ
ど
広
域
避
難
場
所
(
舎
人

町
付
近
)
近
く
の
、
東
京
団
地
倉
庫

内
に
舎
人
備
蓄
倉
庫
(
入
谷
町
三
二

二
〇
番
地
)
が
完
成
し
ま
し
た
。

区
で
は
、
大
地
震
な
ど
災
害
時
に

備
え
て
非
常
食
、
日
用
品
、
医
療
品

等
の
災
害
救
助
用
物
品
を
備
蓄
す
る

保
管
場
所
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
中
央
本
町
(
中
央
本
町
一
-
一

七
1
一
)

、
花
畑
(
花
畑
土
地
区
画

整
理
組
合
施
行
地
区
内
)
、鹿
浜
(
鹿

浜
ニ
ー
ニ
四
-
三
)

、
大
谷
田
(
大

谷
田
一
―
一
)
に
つ
い
で
、
五
番
目

の
備
蓄
倉
庫
に
な
り
ま
す

。

こ
の
倉
庫
は
、
東
京
団
地
倉
庫
の

一
階
に
あ
り
、
占
有
面
積
は
四
三
〇

・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
鉄
筋
ゴ
ン
グ

リ
ー
ト
耐
震
・
耐
火
設
計
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、舎
人
避
難
場
所
の
西
側
に

隣
接
し
、
災
害
時
に
は
即
座
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
倉
庫
に
は
、
す
で
に
乾
パ
ン
(

五
万
一
千
食
)
、
毛
布
(
九
千
九

百
枚
)

、
ビ
ニ
ー
ル
ゴ
ザ

こ

万
一

千
枚
)

、
そ
の
他
救
急
物
資
が
備
蓄

さ
れ
て
い
ま
す
。

災客に備え、まず点検

火
の
始
末
を

お
忘
れ
な
く

大
地
震
に
と
も
な
っ
て
発
生
す
る

火
災
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
す

。

揺
れ
か
終
っ
た
ら
、す
ぐ
に
ガ
ス

の
元
栓
を
し
め
る
と
か
、電
気
器
具

の
コ
ー
ド
を
抜
く
な
ど
、普
段
か
ら

と
っ
さ
の
行
動
が
行
な
え
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
消
火
器
具
は
ど
こ
に
備
え

て
あ
る
か
、
そ
し
て
家
族
全
員
が
操

作
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

消
火
の
と
き
は
、落
着
い
て
よ
く

火
元
を
確
認
し
、
消
火
に
つ
と
め
て

く
だ
さ
い
。

消
火
器
格
納
箱
の

一
斉
取
り
替
え

区
ぐ
は
、
地
震
や
一
般
の
火
災
の

初
期
消
火
に
役
だ
つ
よ
う
に
と
、
昭

和
四
十
六
年
か
ら
消
火
器
を
町
会
・

自
冶
会
に
一
斉
に
配
備
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
こ
の
消
火
器
が
初
期

消
火
に
役
立
て
ら
れ
る
例
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
消
火
器
を
格
納
す
る
箱

で
腐
食
等
で
壊
れ
る
も
の
も
多
く
な

り
、
管
理
上
支
障
を
き
た
す
も
の
が

で
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
格
納
箱
を
町

会
・
自
治
会
の
ご
協
力
を
得
て
一
斉

に
新
し
い
箱
と
取
り
か
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

区
民
の
智
さ
ん
も
、
大
地
震
に
備

え
て
『
自
分
の
町
の
消
火
器
は
ど
こ

に
あ
る
か
』
ま
た
「
消
火
器
の
使
用

方
法
」
な
ど
を
再
確
認
し
て
、火
災

の
と
き
に
す
ぐ
使
用
で
き
る
よ
う
お

心
が
け
く
だ
さ
い
「
、

問
い
合
わ
せ
は
、防
災
課
へ
。

幼
稚
園
の
保
育
料

減
免
さ
れ
ま
す

足
立
区
内
に
住
み
、公
立
幼
稚

園
な
ら
ぴ
に
認
可
さ
れ
て
い
る
幼

稚
園
に
、
六
月
一
日
現
在
、
四
歳

児
・
五
歳
児
を
通
園
さ
せ
、下
表

に
該
当
す
る
ご
家
庭
は
、
保
育
料

が
減
免
さ
れ
ま
す
。

四
歳
児
・・・
昭
和
四
十
(
年
四
月
二

日
～
四
十
九
年
四
月
一
日
生

五
歳
児
・
:昭
和
四
十
七
年
四
月
二

日
～
四
十
(
年
四
月
一
日
生

こ
れ
は
経
済
的
負
担
を
減
ら

し
、
幼
稚
園
へ
の
就
園
を
奨
励
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
、

手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
請
手
続
　
申
込
用
紙
は
、
各
幼

稚
園
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
昭
和

五
十
三
年
度
の
区
民
税
課
税
証

明
書
等
を
添
え
て
、
九
月
二
十

日
(
水
)
ま
で
に
、
各
幼
稚
園

長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
幼
児
教

育
担
当

飛

入

り

歓

迎

区
民

大
運
動
会

数
多
く
の
種
目
を
用
意
し
て
、

ご
家
族
ぐ
る
み
の
参
加
を
お
贊

し
て
い
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
日
(
体
育
の
日
)

午
前
九
時
～
午
後
三
時
三
十
分

※
雨
天
の
時
は
、
十
五
日
(
日
)

場
所

区
営
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で

の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課

サ
ー
ク
ル
活
動
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

青
年
サ
ー
ク
ル
か
行
な
う
自
主

的
な
学
習
会
、講
演
会
に
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。

対
象
　
区
内
の
青
年
サ
ー
ク
ル

決
定
方
法
　
書
類
審
査
で
決
定

(
申
込
多
数
の
と
き
は
抽
せ
ん
)

助
成
　
一
団
体
に
つ
き
講
師
一
名
(
(

千
円
以
内
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
所
定
の
申
込

書
に
配
入
し
、
青
少
年
係
へ
。

も
う
お
済
み
で
す
か

福
祉
年
金
の
定
時
届

福
祉
年
金
を
受
給
し
、
定
時
届

の
お
済
み
で
な
い
方
は
、
最
寄
り

の
出
張
所
か
区
役
所
年
金
課
に
、

福
祉
年
金
証
書
・
印
か
ん
・
定
時

届
案
内
(
ガ
キ
を
持
っ
て
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
給
付
係
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区長移動応接室

貴重なご意見を
いた だきました

区では、皆さんの声を区政に反映する
手段のひとつとして、直接区長とひざを
交えてご意見を伺う区長移動応接室を、

昨年に絢き開きました。テーマは一番身
近な環境と防災を取りあげました。いず

れの会場でも、多数の方が参加され、熱
心に意見の交換が行なわれました。

区
政
は
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
深

く
結
ひ
つ
い
て
い
ま
す
。
区
の
仕
事

か
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
か
は
、

す
ぐ
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
っ
て

く
る
わ
け
で
す
。

区
で
は
皆
さ
ん
の
笙
の
声
"
を

お
聞
き
し
、
心
の
通
っ
た
区
政
を
実

現
す
る
た
め
に
、
区
長
移
動
応
接
室

を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
七
月
十
日
の
千
住
本
町

老
人
館
を
は
じ
め
と
し
、
二
十
四
日

の
鹿
浜
出
張
所
ま
で
、
延
(
回
、
区

長
、
助
役
と
主
題
に
直
接
関
係
の
あ

る
都
課
長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

区
議
会
議
員
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま

し
た

。

各
会
場
と
も
、
は
じ
め
に
区
長
か

今
年
度
の
財
政
状
況
と
施
策
の
概
要

を
説
明
し
、
そ
の
後
で
「
環
境
と
防

災
」
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
を
伺
い
ま
し
た
。で
は
、次
に
ご
意

見
の
一
都
を
ご
紹
介
し
ま
し
冫
つ
。

区
の
基
本
的
な

対
策
は

▼
防
災
に
つ
い
て
、
区
の
基
本
的
な

考
え
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

《
答
》
区
と
し
て
は
、
ま
づ
、
安

全
な
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
二
次

災
害
と
し
て
の
火
災
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
、
初
期
消
火
対
策
と
し
て

消
火
器
の
街
頭
配
備
、
三
角
バ
ケ
ツ

の
配
付
、
地
下
貯
水
槽
の
設
一

を
始

め
、
災
害
備
蓄
倉
庫
の
建
股
、
応
急

対
策
用
救
助
物
資
の
保
管
、
防
災
機

関
へ
の
無
線
機
の
配
備
な
ど
の
施
策

の
ほ
か
、
災
害
に
強
い
人
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
防
災
訓
練
の
実
施
や
、
防

災
市
民
組
織
の
育
成
に
努
め
て
い
ま

す

。食
糧
・
飲
料
水
の

確
保
は

▼
災
害
発
生
時
に
は
、
指
定
さ
れ
た

広
域
避
難
場
所
へ
行
く
が
、食
糧
、

飲
料
水
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

《
答
》

備
蓄
倉
庫
を
広
域
避
難
場

所
の
近
く
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
乾
パ
ン
約
二
十
(

万
食
、
毛
布
約
二
万
六
千
枚
、
そ
の

他
水
。
薬
品
等
も
若
干
備
蓄
し
て
あ

り
ま
す
。

な
お
、飲
料
水
に
つ
い
て
は
、
小

右
衛
門
給
水
所
か
ら
の
取
水
の
ほ

か
、貯
水
槽
な
ど
の
水
を
ろ
過
し
て

飲
料
水
に
す
る
た
め
の
、
ろ
過
機
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
の

対
処
は

▼
西
新
井
大
師
駅
前
の
自
転
車
置
場

が
放
置
自
転
車
で
山
積
み
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
か
。

《
答
》
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、地

元
町
会
の
ご
協
力
を
得
て
、
利
用
者

に
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
放
置
自
転
車
に
警
告
札
を

つ
け
、
そ
れ
で
も
放
置
し
て
い
る
禍

合
は
、一
定
の
場
所
に
撒
去
し
ま
す

。

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
自
転
車
に

つ
い
て
は
、
三
週
間
お
い
て
警
察
、

都
Z

、
東
武
鉄
道
、町
会
・
自
治
会
、

ス
ー
パ
ー
、
総
持
寺
(
西
新
井
大
師
)

な
ど
関
係
各
機
関
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
通
知
、
引
き
渡
し
、
ま
た
は
処

分
し
ま
す

。

ご
意
見
は有

効
に

各
会
場
で
お
伺
い
し
た
ご
意
見
で

処
理
で
き
る
も
の
は
す
で
に
実
施
、

ま
た
い
ろ
い
ろ
の
事
情
で
す
ぐ
実
施

で
き
な
い
ご
意
見
は
、
今
後
の
区
政

に
反
映
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
ま

す
。
区
長
移
動
応
接
室
に
つ
い
て
さ

ら
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

熱 心な 意見の交換が( 青年館)

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
団
体
を
募
集
中

紅
や
黄
、
白
と
色
と
り
ど
り
に
咲

く
花
は
、
生
活
に
憩
い
と
潤
お
い
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
区
と
足

立
区
新
生
清
連
動
推

進
委
員
会
で
は
、
町

会
や
学
校
、職
場
な

ど
、団
体
の
草
花
を

中
心
と
し
た
花
壇
を

対
象
に
、秋
の
花
い

つ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た

。

こ
れ
は
、
自
か
ら
身
の
ま
わ
り
を

見
な
お
し

、
改
善
し
て
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
す
る
「
新

生
活
運
助
」
の
一
環
と
し
て
、
花
壇

づ
く
り
を
通
じ
て

、
地
域
の
美
化
と

お
互
い
に
協
力
す
る
明
る
い
人
間
関

係
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
で
す
。

美
し
く
色
と
り
ど
り
に
咲
き
ほ
こ

る
花
壇
は
、
丹
誠
こ
め
て
造
り
あ
げ

て
い
く
喜
び
ば
か
り
で
な
く
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
造
り
あ
げ
る
喜
び
、

さ
ら
に
見
る
人
々
の
心
を
和
ら
げ
る

効
果
も
あ
り
ま
す
。

一
度
、
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
造
り

あ
げ
た
花
壇
を
、
コ
ン
ク
ー
ル
へ
応

募
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

審
査
は
、
十
月
上

旬
の
予
定
で
す
。

ま
た
審
査
基
準
は

花
壇
の
美
し
さ
、
日

常
の
手
入
れ
、
花
壇

づ
く
り
の
男
力
や
エ

夫
な
ど
で
す
。
入
賞
団
体
は
、
十
一

月
開
催
予
定
の
「
環
禰
づ
く
り
区
民

大
会
」で
表
彰
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
生
活
環
境
係

み
ん
な
で
作
ろ
う

緑
の
町
を

町
に
緑
を
増
や
し
、
皆
さ
ん
が
生

活
の
な
か
で
緑
に
親
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
、
苗
木
の
無
料
配
布
と
緑
化

相
談
を
行
な
い
ま
す

。
ひ
と
り
ひ
と

り
か
大
切
に
育
て
、
緑
の
町
づ
く
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

緑
化
相

談

樹
木
は
、
手
入
れ
し
だ
い
で
育
ち

か
た
が
違
っ
て
き
ま
す
。

皆
さ
ん
か
木
を
植
え
育
て
る
う
え

で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
た

ら
よ
い
か
。
ま
た
病
虫
害
か
ら
樹
木

を
守
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な

ど
の
緑
化
相
談
を
配
布
会
場
で
行
な

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
緑
化
係

苗
木
配
布

配
布
対
象
　
区
内
に
居
住
の
世
帯

申
込
方
法
　
往
復
【
ガ
キ
で
、
記
入

例
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

一
世
帯

】枚
(
一
本
)
に
限
り
ま

す
。申
込
多
数
の
時
は
、抽
せ
ん

で
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
締
切
　
九
月
三
十
日
(
土
)
ま

で
に
緑
化
係
へ
着
い
た
も
の

苗
木
の
種
類
・
配
布
本
数

桜
(
一
・
五
封
)
・・・
四
千
本

み

か
ん
(
一
封
)
・
:四
千
本

あ
せ

ぴ
(
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
)
エ
ー
千
本
く

ち
な
し
(
〇
・
五
U
)
・
:
二
千
本

あ
じ
さ
い
(
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
)
・
・
・
二
千

本

配
布
日
時
・
場
所
　
下
表
の
と
お
り

で
す
の
で
、
ご
都
合
の
よ
い
場
所

を
お
選
ぴ
く
だ
さ
い
。
配
布
時
間

は
、
午
前
と
午
後
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
場
所
が
違
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い

。

はがきの記 入例

配 布 場 所 一 覧 表

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
運
動
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
(
3
)

明
治
政
府
の
政
冶
は
、
瀋
閥
専

制
の
政
治
で
あ
り
、
そ
の
政
策
は

富
国
強
兵
。
殖
産
興
業
が
中
心
で

し
た

。そ
こ
で
多
く
の
人
た
ち
は
、

こ
う
し
た
政
治
に
反
対
し
、
『
憲

法
を
制
定
せ
よ
』
、
「
国
会
を
開

設
せ
よ

」
な
ど
と
い
っ
た
要
求
を

す
す
め
て
い
く
運
動
を
お
こ
し
ま

し
た

。こ
れ
が
自
由
民
権
運
励
で

、

人
間
の
自
由
と
権
利
を
求
め
る
運

動
で
し
た
。

こ
の
人
権
を
求
め
る
運
動
は
、

部
落
解
放
の
ね
が
い
と
結

び
つ

き
。
各
地
の
部
落
か
ら
こ
の
運
動

に
参
加
す
る
人
が
で
て

き
ま

し

た
。
神
奈
川
・
兵
庫
・
大
阪
・
奈

良
・
岡
山
・
福
岡
な
ど
で
民
権
運

動
と
解
放
へ
の
ね
が
い
を
結
ん
だ

活
励
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

。

民
権
運
動
に
よ
っ
て
、
国
会
開

設
等
の
要
求
は
い
ち
お
う
い
れ
ら

れ
ま
し
た
が
、
政
府
の
強
い
弾
圧

に
よ
っ
て
邏
動
は
く
ず
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、都
落
の
人

ぴ
と
の
自
覚
し
た
解
放
へ
の
動
き

は
各
地
で
お
こ
っ
て
き
ま
し
た

。

明
治
三
十
五
年
に
は
、
岡
山
県

の
三
好
伊
平
次
ら
に
よ
っ
て
「
備

作
平
民
会
」
が
つ
く
ら
れ
。
そ
の

翌
年
に
は
、
奈
良
・
大
阪
等
に
、

同
和
地
区
の
人
た
ち
に
よ
る
自
ら

の
力
で
解
放
し
よ
う
と
す
る
団
体

が
生
れ
て
き
ま
し
た

。

明
治
三
十
六
年
六
月
に
は
、
大

阪
・
京
都
・
兵
庫
・
奈
良
・
和
歌

山
・
岡
山
な
ど
二
府
四
県
の
有
志

が
集
ま
っ
て
全
国
的
な
運
動
組
織

で
あ
る
「
大
日
本
同
胞
融
和
会
」

を
つ
く
り
ま
し
た
。こ
の
会
は
、備

作
平
民
会
と
な
ら
ん
で
、
自
主
的

か
つ
組
織
的
な
解
放
運
動
の
さ
き

が
け
と
な
り
ま
し
た

。
し
か
し
こ

れ
ら
の
運
動
の
指
導
者
は
、
差
別

の
原
因
が
部
落
の
人
ぴ
と
の
こ
と

ぱ
づ
か
い
や
服
装
、
あ
る
い
は
生

活
習
慣
な
ど
に
あ
る
と
考
え
、
そ

れ
を
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
融
和

し
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
し
た
。

部
落
差
別
を
生
み
出
し
て
い
る
根

本
的
な
問
題
に
ま
で
目
を
向
け
得

ず
、
精
神
的
な
自
覚
と
向
上
に
よ

っ
て
解
放
し
よ
う
と
し
た
た
め
、

完
全
解
放
へ
は
到
達
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
政
府
も
い
く
ら
か
の
改

善
事
業
を
行
な
い
ま
し
た
が
。
恩

恵
的
、
同
情
的
な
も
の
で
し
た
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
同
和
対
策
担
当
へ
。

あなたの年金は

大丈夫ですか
特
例
納
付

制
度
が
実
施

さ
れ
、
保
険

料
は
昭
和
五

十
年
九
月
分

前
ま
で
納
め

ら
れ
ま
す
。

未
納

入

(
(
ガ
キ
で

通
知
)

、
未

加
入
の
方
か

ら
の
問
い
合

わ
せ
か
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
区

で
は
年
金
相
談
を
下
表
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。

当
日
は
、
都
国
民
年
金
部
の
相
談

担
当
者
が
質
問
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

特
例
納
付
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

将
来
、
年
金
の
受
給
権
を
確
保
す
る

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す

。

こ
の
機
会
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

時
間
は
い
ず
れ
も
。午
前
十
時
～

午
後
三
時
三
十
分
ま
で
で
す
。

資金不足でお困りのときご利用を

住 宅 修 繕 資 金

雨
漏
り
が
す
る
、
獵
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
落

ち
る
な
ど
、
古
く
な
っ
た
住
宅
に
住
ん

で
い
て
修
繕
(
増
改
築
は
含
ま
ず
)
し

よ
う
と
思
っ
て
い
る
が
、
賢
金
不
足
で

お
困
り
の
と
き
、
住
宅
修
繕
資
金
融
賢

あ
っ
せ
ん
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

資
格

▽
現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
修
繕
で
あ

る

▽
区
内
に
一
年
以
上
居
住

▽
申

込
畤
の
年
齢
が
膺
二
十
歳
以
上
膺
六
十

五
歳
未
満

▽
連
帯
保
証
人
を

】名
つ

け
ら
れ
る

融
資
の
条
件

▽
融
賢
額
…
二
十
万
～
(
十
万
円

▽
利
率
・・・
年
(
%
(

三
%
の
利
子
補
給

を
し
ま
す
の
で
、
本
人
負
担
は
五
%
)

▽
償
還
方
法
・・一
五
年
以
内
の
元
金
均
等

割
賦
償
遣

※
ま
た
、
申
込
一

の
ほ
か
に
、
工
事
見

積
一

、
住
民
票
、
納
税
証
明
一
等
が
必

要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
係

母 子 寮

入 寮 案 内

区
内
に
は
、
区
立
・
私
立
を
含
め
て

三
か
所
の
母
子
寮
が
あ
り
ま
す
。

費
用
は
収
入
に
よ
っ
て
負
担
が
あ
り

ま
す
が
。
次
の
よ
う
な
母
子
が
入
寮
で

き
ま
す
。

《配
偶
者
を
亡
く
し
、
ま
た
は
こ
れ
に

準
じ
た
事
情
に
あ
っ
て
、
十
(
歳
未
満

の
子
供
を
養
育
、住
宅
に
困
っ
て
い
る

母
子
家
愍

母
子
寮
で
は
、寮
母
が
生
阪
上
の
問

題
・
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
棡
祉
事
務

所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

西
新
井
大
師
裏
に

自
転
車
置
場
を
開
設

【
月
一
日
よ
り
、
西
新
井
大
師

裏
に
、
仮
設
の
無
料
自
転
車
置
場

を
設
置
し
ま
し
た

。
ご
利
用
を

。

収
容
台
数
　

】
(
九
台

面
積
　
一
(
九
平
方
メ
ー
ト
ル

自
転
車
置
場
の
広
さ
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
近
距
離
の
方
の
利
用

は
な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

。

駅
前
広
場
や
道
路
上
に
自
転
車

を
置
く
と
。
放
置
と
み
な
さ
れ
撤

去
・
処
分
さ
れ
ま
す

。ま
た
。自
転

車
置
場
に
も
何
日
も
放
置
し
て
お

く
と
、
ほ
か
の
人
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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保 健衛生
お気軽においでください

成人病相談室・母親学級等

成
人
病
相
談
室

脳
卒
中
、
心
臓
病
は
死
亡
順
位

の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
病
気
は
普
段
か
ら
の
健
康
管

理
、
食
事
、
栄
養
に
注
意
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
予
防
す
る
こ
と
か
で

き
ま
す
。

保
健
所
で
は
、
専
門
医
、
保
健

婦
、
栄
養
士
に
よ
る
成
人
病
の
検

陟
と
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す

。

こ
の
樊

ご

ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ

い
。

実
施
日
時
　
毎
週
金
曜
日
、午
後

一
時
三
十
分
～
三
時

検
診
内
容
(
費
用
)
▼
循
環
器
コ

ー
ス
(
三
千
六
十
円
)
▼
糖
尿

病
コ
ー
ス
(
五
百
九
十
円
)
▼

肝
臓
病
コ
ー
ス
(
二
千
六
百
二

十
円
)
▼
腎
臓
コ
ー
ス
(
千
百

九
十
円
)
▼
全
コ
ー
ス
(
四
千

七
百
六
十
円
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
電
話
で
、
千

住
保
健
所
業
務
係
(
　
(
(

八
-

四
二
七
七
)
へ
。

母
親
学
級

足
立
保
健
所
で
は
、
働
い
て
い

る
妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
、
土
曜
日

の
午
後
に
二
日
制
の
母

親
学

級

(
土
一

学
級
)
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
四
日
制
の
出
張
母
親
学
級

を
火
瑠
日
の
午
後
に
青
年
館
(
西

新
井
大
師
前
)
で
行
な
い
ま
す
。

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
の

要
領
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
土
曜
学
級
〕

日
時

九
月
九
日
(
土
)
・
十
六

日
(
土
)
午
後
一
時
～
四
時

鴆
所

足
立
保
健
所
二
階
講
堂

〔
出
張
母
親
学
級
〕

日
時
　
九
月
十
二
日
・
十
九
日
・

二
十
六
日
・
十
月
三
日
(
火
)

午
後
一
時
三
十
分～
四
時

申
込
方
法
　
い
ず
れ
も一
話
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

予
防
課
業
務
第
二
係
(
足
立
区

伊
興
町
前
沼
一
一
五
七
の
六
　

(
五
五
一

四
一
五
一
)

働
い
て
い
る

妊
婦
さ
ん
の
た
め
の

母

親

学

級

仕
事
を
お
持
ち
の
妊
婦
さ
ん
の

た
め
に
、
一
日
で
終
了
す
る
母
親

学
級
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
ど
う
ぞ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
九
日
(
土
)
午
後
一

時～
四
時

場
所
　
千
住
保
健
所
講
堂

定
員
　
二
十
五
名
(
費
用
無
料
)

内
容
　
○
妊
娠
中
の
生
理
・
衛
生

・
栄
養

○
お
産
の
あ
と
の
健

康

○
斬
生
児
の
扱
い
方

○

赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方

○
質
疑

応
答

申
込
方
法
　
九
月
(
日
(
金
)
ま

で
に
電
話
で
次
の
と
こ
ろ
へ

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健
所

業
務
係
　
(
(
(
-

四
二
七

七育
児
相
談
と

肥
満
者
講
習
会

■
育
児
相
談

日
時
　
九
月
六
日
・
十
三
日
(
水
)

午
前
九
時～
十
時
三
十
分

内
容
　
育
児
と
栄
養
指
導

持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
お
む
つ

■
肥
満
者
講
習
会

日
時
　
九
月
二
十
日
(
水
)
午
後

一
時
三
十
分～
三
時
三
十
分

内
容
　
「
バ
ラ
ン
ス
食
で
や
せ
よ

う
」
-
調
理
実
演
そ
の
他

申
込
方
法
　
電
話
で
直
接
申
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、
い
ず
れ

も
江
北
保
健
相
談
所
(
　
(
九

六
1
四
〇
〇
四
)
へ
。
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心
身
障
害の
方
へ

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

を
支
給
し
ま
す

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
の
方
が

日
常
生
活
を
す
ご
さ
れ
る
う
え
で
、

重
度
の
陣
害
の
た
め
に
生
す
る
特
別

の
負
担
の
一
助
と
し
て
、
福
祉
手
当
(

国
制
度
)
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

骸
当
す
る
方
で
、
ま
だ
申
請
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
次
の
要

領
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
方

▽
陣
害
の
程
度
が
左
表
に
定
め
る
程

度
の
方
で
、
日
常
生
活
で
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
方
(
障
害
の
程

度
は
、
お
お
む
ね
身
障
手
帳
一
級

・
二
級
の
一
部
の
方
、
愛
の
手
帳

一
度
・
二
度
の
一
郎
の
方
、
わ
よ

ぴ
同
程
度
以
上
の
方
)

▽
日
本
国
民
で
足
立
区
に
住
所
の
あ

る
方
(
た
だ
し
、
施
設
入
所
者
は

除
く
)

▽
そ
の
他
、
所
得
制
限
・
公
的
年
金

等
の
受
給
制
限

か
あ
り
ま
す
。
(

制
限
な
ど
に
つ
い
て
く
わ
し
く

は
担
当
係
へ
ど
う
ぞ
)

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

▽
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳
ま

た
は
診
断
一
(

窓
口
に
あ
る
所
定

の
用
紙
)

▽
陣
害
者
本
人
名
儀
の
預
金

通
帳
(

郵
便
局
は
除
く
)

▽
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

障 害 の 程 度
一
　

両
眼
の
視
力
の
和
か
〇
・
〇
二
以
下
の
も
の

二
　

面
耳
の
聴
力

が
補
聴
S

を
用

い
て
も
音
戸

を
皿
別
す
る
こ
と
か
で
き
な
い
報
度

の
も
の

三
　

祠
上
肢
(
し
)

の
機
能
に
著
し
い
S

害
を
有
す
る
も
の

四
　

両
上
肢
(
し
)

の
す
ぺ
て
の
柵
を
欠
く
も
の

五
　

司
下

肢
{
し
}

の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

六
　

両
大

縋
(
た
い
)

を
二
分
の
一
以
上
失
っ
た
も
の

七
　

体
瞬
の
機
施
に
塵
っ
て

い
る
こ
と
か
で
*
1
な
い
鯉
麌

障
害
を
有
す
る
も
の

八
　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
の
S

客
又
は
長
期
に
わ
た
る
安

卵
を
必
要
と
す
る
吶
状
か
畊
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て

、

日
驚
生
活
の
用
を
弁
ず
る
こ
と
を
不
能
な
ら
し
め
る

挫
度
の
も
の

九
　

精
神
の
陣
書
で
あ
っ
て
、
聊
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

十
　
身
体
の
機
能
の
障
番
若
し
く
は
痢
状
又
は
精
神
の
S
害
か
重
複
す
る
4
合
で
あ

っ
て
、
そ
の
状
略
か
前
各
号
と
岡
程
度
以
上
と
″
'
め
ら
れ
る
程
‘
`
の
も
の

家
事
支
援
者
を

派
遺
し
ま
す

心
身
障
害
者
の
い
る
ご
家
庭
に
、

区
内
の
家
政
婦
紹
介
所
か
ら
家
事
援

助
者
を
派
遣
し
て
、
身
の
回
り
の
お

世
話
な
ど
を
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
世
帯

身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
、
愛

の
手
帳
一
I
二
度
、
脳
性
マ
ヒ
、
進

行
性
筋
萎
縮
症
お
よ
ぴ
こ
れ
ら
と
同

程
度
以
上
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
上
の
介
護
が
必
要
で
あ
る
方
の
い

る
ご
家
庭
で
、
介
護
者
の
一
時
的
疾

病
等
に
よ
り
、
日
常
生
活
が
著
し
く

妨
げ
ら
れ
る
世
帯
。

た
だ
し
、
福
祉
事
務
所
か
ら
家
庭

奉
仕
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
世
帯
は

除
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

食
事
・
洗
雇
・
掃
除
・
身
の
回
り

の
お
世
話
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
・
身
障
手
帳
ま
た
は
愛
の

手
帳
・
診
断
書
な
ど

申
請
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

福
祉
電
話
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

重
度
心
身
障
害
者
の
い
る
ご
家
庭

に
一

話
を
お
貸
し
し
ま
す
。

資
格
条
件
　
日
常
生
活
に
電
話
が
必

要
で
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

世
帯

▼
区
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

▼

障
害
者
か
現
に
在
宅
し
て
い
る
こ

と

▼
障
害
程
度
が
身
体
障
害
者

手
帳

】級
、
ま
た
は
愛
の
手
帳
一

度
の
方
、
ま
た
は
こ
れ
に
串
ず
る

麗
度
の
障
害
を
有
す
る
万
、
お
よ

ひ
陣
害
者
手
帳
二
級
の
一
部
(
下

肢
・
体
幹
・
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
の
障
害
)
で
外
出
か
困
難
な
方

▼
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
か
、
住
民
税
均
等
割
以

下
の
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の

▼
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

▼
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳
、

ま
た
は
診
断
一

▼
印
か
ん

申
込
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

「
お
さ
ら
い
教
室
」の

生
徒
募
集

《
高
齢
者
事
業
団
》

対
象
　
小
学
校
一
年
上
二
年
生

定
員

各
学
年
十
名

指
導
科
目
　
国
語
、
算
敵

期
日
　
十
月
か
ら

実
施
回
数
　
毎
週
二
回
(
水
曜
日
・

金
曜
日
)

実
施
時
間
　
午
後
一
時
三
十
分
～
四

時
三
十
分
(
各
学
年
一
時
間
)

会
場
　
千
住
セ
ン
タ
ー
会
議
室
(
千

住
元
町
三
四
-
一
)

指
導
者
　
高
齢
者
事
業
団
(
教
育
揩

導
班
)

費
用
　
月
額
二
千
五
百
円
光
二
千
五

百
円

申
込
受
付
　
九
月
五
日
か
ら
(
定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
高
齢
者
事
業
団

事
務
局
(
千
住
五
-
六
八
　
(

七
〇
-
六
二
二
二
)

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

講
習
会

日
時
　
九
月
十
九
日
(
火
)

午
後
六
時
～
(
時
三
十
分

定
員
　
六
十
名
(
費
用
四
千
円
)

申
込
受
付
　
九
月
五
日
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
都
セ
ン

タ
ー
　

六
〇
五
一

七
一
〇

】

第31回区民体育大会開催要項

※ くわしくは、教育委員会体育課へお問い合わせください。

掲
示
板

保
留
地
を
処
分
し
ま
す

花
畑
町
土
地
区
画
整
理
組
合
で

は
、
保
留
地
(
宅
地
)
を
処
分
し

ま
す
。

入
札
日
時
九
月
十
三
日
(
水
)

午
前
十
時
～
午
後
一
時

区
画
　
十
四
区
画
(
七
〇
・
五
六
～

四
三
二
・
六
七
平
方
メ
ー
ト
ル
)

現
地
案
内
日
　
九
月
九
日
・
十
日

入
札
場
所
・
問
合
せ
先
　
花
畑
町

土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
所
　

(
五
〇
-
一
匸
三

区
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

日
時
　
十
月
(
日
(
日
)
午
前
八
時

(
雨
天
の
場
合
は
、
二
十
二
日
)

場
所
　
区
営
平
野
グ
ラ
ン
ド

資
格
　
区
内
在
住
、在
勤
の
十
八

歳
以
上
の
男
・
女
チ
ー
ム

参
加
費
　
一
チ
ー
ム
二
千
円

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
チ
ー

ム
名
、
代
表
者
、
竜
話
番
号
を

記
入
の
う
え
申
し
込
む
こ
と

申
込
締
切
　
九
月
二
十
五
日
(
月
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
連
盟
事
務
局
(
古
千

谷
五
-
四
-
六

佐
々
木
　
(

九
七
-
○
七
六
〇
)

自
動
車
税
の
届
を

お
忘
れ
な
く

住
所
不
明
の
自
助
車
税
納
税

通
知
書
が
約
九
万
通
も
あ
り
ま

し
た
。
自
助
車
を
お
持
ち
の
方

で
、
住
所
変
更
を
さ
れ
る
場
合

は
、
と
り
あ
え
ず
都
税
事
務
所

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

搬
入
申
請
手
続
き
を

都
埋
立
処
分
場
へ
の

産
業
廃
棄
物

都
埋
立
処
分
場
へ
の
産
業
廃
棄

物
の
搬
入
を
希
望
さ
れ
る
方
の
搬

入
申
睛
を
受
付
け
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ど
う
ぞ
。

搬
入
で
き
る
産
業
廃
棄
物
　
汚
で

い
・
燃
え
が
ら
・
ば
い
じ
ん
・

鉱
さ
い
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固
型

物
・
金
属
く
す
・
ガ
ラ
ス
・
陶

磁
器
く
ず
な
ど

蜷
堽
貅
僉
】匈
カ
リ
・
・
・
丐
?
D
　

尢
曰
、
モ
0

憮
(
曰

捶
畄
s
黷
瀲
Å
啝
蹐
I
(
鄙
膺
　

褥
咼
麈
篥
嘸
粢
怐
揩
專
諫
匕
恚
　

リ
汞
t
)
、隹
昃
禀
(
儁
Å
)
、

荳
眤
摶
膾
冰
(
浤
Å
)
、哇
狄
　

兮
柝
鬣
叨
I
、邏
歟
崋
o
n
勵
　

韋
曠
臺
E
o
萼
u

啝
I
壜
簷
・
閔
舍
t
瓷
鄒
膺
褥
　

蜀
苣
篥
堯
窶
怐
揩
磚
皹
篳
篥
倔
　

啻
匸
〒
Ξ
コ
】罔
繚
　

弖
{
Ξ
ニ
○
～
}

こ
れ
か
ら
電
話
を
設

置
さ
れ
る
方
へ

「
電
話
か
頭
金
五
千
円

、残
金
長

期
月
賦
で
つ
く
」な
ど
と
い
っ
て
、

高
い
利
息
や
法
外
な
手
数
料
を
と

っ
て
い
る
電
話
金
融
業
者
が
い
ま

す

。
電
話
の
取
り
付
け
の
手
続
き

を
業
者
に
ま
か
せ
る
時
は
、
信
用

あ
る
業
者
に
頼
ま
な
い
と
、
思
わ

ぬ
纎
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
話
に
関
す
る
ご
相
談
は

、一

話
局
の
営
業
窓
口
へ
ど
う
ぞ
。

ア
イ
デ
ア
貯
金
箱

コ
ン
ク
ー
ル

応
募
資
格
　
小
中
学
生

作
品
内
容
　
新
し
く
楽
し
い
ア
イ

デ
ア
が
生
か
さ
れ
て
い
て
、
美

し
く
使
い
や
す
い
も
の
。
材
科

は
自
由

。
大
き
さ
は
一
辺
の
長

さ
二
十
五
り
M
以
内
の
も
の

応
募
方
法
　
学
校
を
通
じ
て
最
寄

り
の
郵
便
局
へ
提
出
(
適
宜
な

用
紙
に
学
校
名
、
学
年
、
氏
名

を
明
記
し
て
作
品
に
添
付
く
だ

さ
い
)

応
募
締
切
　
九
月
十
四
日
(
木
)

問
合
せ
先
　

お
近
く
の
郵
便
局
へ

行
方
不
明
の
人
を

さ
が
す
相
談
所

▽
本
部
相
談
所

開
設
期
間
　
九
月
一
日
上
二
十
日

午
前
(
時
三
十
分
～
午
後
五
時

(
日
曜
・
祝
日
も
開
設
し
ま
す
)

場
所
・
問
合
せ
先
　
警
視
庁
鑑
識

課
　

五
(
一
-
四
三
ニ

ー
内

線
四
五
ニ

ー

▽
浅
草
出
張
相
談
所

開
設
期
間
　
九
月
一
日
～
十
日
午

前
(
時
三
十
分
～
午
後
五
時

(日
曜
日
も
開
股
し
ま
す
)

場
所
・
問
合
せ
先
　
浅
草
警
察
署

観
音
前
派
出
所
(
浅
草
寺
境
内
)

(
七
四
1

五
一
六
一

Y・S　218, 000


